
平成29年度 次期学習指導要領対応授業力向上研修

授業実践後サポート研修②

平成29年12月8日

総合教育センター

高等学校支援課

評価の視点から
資質・能力の育成につなげる
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１ 研究協力校での

校内研究協議をもとにした実践発表

天竜高校 小木 充 教諭

２ 各自の「学びのデザインシート」

「授業実践振り返りシート」の検討

Menu
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学びのデザインシート
授業実践

振り返りシート



4

生徒のあらわれ

評価の視点

資質・能力を使って考える必要のある課題

?

解決したい

課題や問い

考えるための

材料

対話と思考

!
?

学習の成果

発現

捉える
必然性

＜検討の手順＞



生徒のあらわれ

発現

授業実践
振り返りシート

検討の手順①

なぜ、できなかったのか？

なぜ、できたのか？

◉生徒は変容したか？

学習の成果

!
?



学習の成果

さらなる疑問や問いが生まれ
るような「学習の成果」の変
容を想定したものだったか。

◉生徒の立場で書いてみた

ものと、現実のギャップ。

学びのデザインシート

検討の手順②

!
?



検討の手順③

・どのような資質・能力を

育成したいのか？

・「具体に落として」明確化

学びのデザインシート

評価の視点

捉える



ひとりで解決するのは難しいけ
れども、仲間と協力したら何と
かなるかもしれない。

◉生徒の実態より

少し高めの課題設定

学びのデザインシート

検討の手順④

解決したい
課題や問い

?



考えるための
材料

複数の視点や立場から
考えるための材料があっ
て、それらを比較、統合
することで、深い解決策
や答えを引き出せたか。

◉人に伝えたい何かを

持てている状態

学びのデザインシート

検討の手順⑤



対話と思考

解決策や答えを深めていくよう
な建設的なやりとりを引き出す
ことができたか。

◉どうしてなんだろう。

◉こんな場合はどうなるのか。

◉わかんないな…。

◉あっ、わかった。

学びのデザインシート

検討の手順⑥



授業実践
振り返りシート

検討の手順⑦

どのようにしたらその資質・能力は
育成されるのか？

◉みんなができるようになる。

資質・能力を使って
考える必要のある課題

?

!
?

必然性

◉
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授業実践振り返りシート

検討の記録

まなボードに、授業実践振り返りシートを挟む。

まなボード

グループで対話し、
考えたことで、気付
けたことや改善案を
書き込みながら検討
を進める。

◉成果物はスマホ等でパチリ。
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〇検討の流れ

12分×４ 16分×３

各グループは、①~⑦の過程をストップウォッチで

時間を図りながら進める。

どのようにしたら、資質・能力は育成されるか？
―生徒みんなができるようになる授業構想―


